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・自歩行者の安全確保や安全で快適な車輛走行を実現するため、国の交付金を有効活用し継続的に取り組んでいきます。
・国道３６８号をはじめとする市域国・県道整備について、早期効果が発現するよう引き続き三重県と協働し取り組みます。また、遅滞して
いた市内ネットワークを構築する幹線道路の早期完成に向け整備を進めていきます。
・地域と連携し取り組んでいる生活道路の維持・管理については、地域の高齢化を踏まえた維持管理方針について検討を行います。また、局
部的な道路改良等についても地域の実情も配慮しつつ優先度の検討を行います。
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2022
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４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・自歩行者の安全・安心を確保し快適な歩行空間を創出するため既存歩道の面的な整備や歩道・歩行帯の新設、また、車輛の快適な走行性を
確保するため、歩車道とも危険度の高い路線を最優先に整備を進める必要があります。
・広域的な道路整備には多大な予算の確保が必要であり、厳しい財政状況が続く中においては引き続き、早期に事業効果が発現出来る整備区
間の選定や整備手法の検討が必要となります。
・生活道路の維持・管理については、引き続き地域と連携し取り組んで行くものの、地域の高齢化等により担い手不足の地域も多いことか
ら、地域の実情に応じた対応が必要となってきます。また、局部的な道路改良についても真に必要な整備かどうかを見極め、有益な効果が発
現する整備を優先する必要があります。
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５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和３年度以降）
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策
体
系 道路整備

快適な生活環境づくり

都市整備部

部局長名

谷本　浩司

美しい自然に包まれ 快適に暮らせるまち

担当部局（室）名

○ 今後の人口減少、高齢社会の進展など、多様化する道路交通需要に的確に対応するため、ユニバーサルデザインを基本とした計画など、
道路空間の質の向上を進めます。
○ 幹線道路のネットワーク化による代替機能の向上と広域道路網の整備を進めます。
○ 地域のまちづくりの取組と連携した維持管理や事業の選定を進めるとともに、事業効果の検証を行いながら生活道路の整備を進めます。

33.2

１．施策の基本方針（目指す将来像）

目標 -

成果 26.7

48.1

２．令和２年度の取組内容及びその成果

計画期間内道路整備延長　（％）

44.8

- -

・自歩行者の安全で安心、快適な歩行空間を創出するため、ユニバーサルデザインに基づく歩道整備を実施しました。また、快適で安全な走
行性を確保するため市内幹線道路の舗装補修を実施しました。
・名阪国道へアクセスでき、広域的な地域の連携による経済・社会活動を実現する国道３６８号の４車線化やその他の県道バイパス事業につ
いて三重県と協働し整備の促進を図りました。
・生活道路の管理については、除草作業や原材料支給による軽微な修繕など地域と連携し取り組みました。また、効果的な整備手法による局
部改良等の工事を実施し、快適で安全な道路環境の取り組みを実施しました。

50.0

３．施策指標（目標）の達成状況

進捗率
基準値
（H29)

-

2018
(H30)

2019
(R1)

66

地域づくり組織等が主体となって、道路等の維持管理に携わっ
ている箇所数　（件）

41.8

目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

市内の道路整備が進み、移動しやすくなったと感じている市民
の割合　（％）
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施策を構成する主な事務事業

（単位：千円）

会
計

事務
事業名

担当
部局名

担当
室名

令和2年度内容
 決算額

 うち
一般財源  予算額

 うち
一般財源

一
般

社会資本
整備総合
交付金事
業（交通
安全施設
整備）
（用地対
策室分）

都市整備
部

用地対策
室

通学児童の安全で快適な通行を確保するために、通学道
路を整備しました。
（令和2年度実績）
・公有財産購入費　　4,000千円
　市道新田南古山線道路改良事業に係る用地取得
・補償費　　6,865千円
　市道新田南古山線道路改良事業に係る物件移転補償

10,864 9 10,951 29

一
般

社会資本
整備総合
交付金事
業（道路
新設改

良）（道
路河川室

分）

都市整備
部

道路河川
室

国の社会資本整備総合交付金制度を活用し、既存道路の
利便性・安全性向上を図るため、計画的に道路整備を実
施しました。
（令和元年度繰越分）
・市道改良（1路線）、市道改良に伴う舗装工事（1路
線）
（令和2年度実績）
・市道改良（2路線）

26,466 395 87,688 155

一
般

社会資本
整備総合
交付金事
業（道路
新設改
良）（用
地対策室
分）

都市整備
部

用地対策
室

国の社会資本整備総合交付金制度を活用し、既存道路の
利便性・安全性向上を図るため、計画的に道路整備を実
施しました。
（令和元年度繰越分）
・公有財産購入費　　　　250千円
　市道赤坂夏秋橋線に係る用地取得
・補償費　　　　1,550千円
　市道赤坂夏秋橋線に係る物件移転補償

1,800 0 1,001 1

一
般

一般市道
整備事業
（維持管
理室分）

都市整備
部

維持管理
室

市内全域から要望のある、地域内生活道路の局部改良や
道路側溝等の整備について、既存道路を活用しながら計
画的に実施しました。
（令和元年度繰越分）
雨水排水管整備工事　1件
（令和2年度実績）
・土質調査委託ほか(6件）
・側溝・路肩整備ほか工事（8件）
・小規模工事（107件）

48,797 4,507 46,250 50

一
般

一般市道
整備事業
（道路河
川室分）

都市整備
部

道路河川
室

市内全域から要望のある、地域内生活道路の局部改良や
道路側溝等の整備について、既存道路を活用しながら効
果的に実施しました。
（令和元年度繰越分）
・市道改良（14路線）
・委託（測量設計3路線外）
（令和2年度実績）
・市道改良（8路線）

75,902 842 106,037 2,237

一
般

一般市道
整備事業
（用地対
策室分）

都市整備
部

用地対策
室

（令和元年度繰越分）
・市道改良事業
　補償費　  　2,655千円
・市道家野川原線道路改良事業外1線に係る電柱移設補
償
　委託料　　10,737千円
・市道赤坂夏秋橋線事業認定図書作成業務委託、登記処
理等業務委託、建物調査業務委託
　手数料　　　　392千円
（令和2年度実績）
・市道改良事業
　公有財産購入費　888千円
・市道赤坂夏秋橋線、市道夏秋八幡線に係る用地取得
　補償費　　15,336千円
・市道赤坂夏秋橋線、市道新田南古山線他に係る物件移
転補償
　事務費　　　  45千円
　委託料　　　　709千円
・市内公有地除草作業、登記処理業務委託

30,758 1,108 42,666 4,966

一
般

一般市道
舗装事業

都市整備
部

維持管理
室

生活道路の安全性向上を図るため、計画的かつ効率的に
道路舗装を進めました。
（令和2年度実績）
・舗装補修工事　 16件
・緊急対応補修 　73件
・共同施工工事　  7件

73,947 7,147 74,000 5,000

＊事業費1,000千円以上の事務事業を掲載しています（施設等維持管理、内部管理事務の事業を除きます）。
＊R2決算見込は、R1からの繰越額も含みます。
＊R3予算は、R3.4.1時点での金額を記載しています。（R2からの繰越額含む。）
＊R3予算のみ金額が記載されている事務事業は、R3の事業内容を記載しています。

 R2決算見込  R3予算



施策を構成する主な事務事業

（単位：千円）

会
計

事務
事業名

担当
部局名

担当
室名

令和2年度内容
 決算額

 うち
一般財源  予算額

 うち
一般財源

 R2決算見込  R3予算

一
般

社会資本
整備総合
交付金事
業（道路
舗装）

都市整備
部

維持管理
室

社会資本整備総合交付金事業を活用し、既存道路の安全
性向上を図るため、計画的な舗装工事を実施しました。
（令和2年度実績）
・青蓮寺名張線　88ｍ

12,981 39 88,200 125

一
般

道路メン
テナンス
事業

都市整備
部

維持管理
室

国の道路メンテナンス事業補助制度を活用し、橋梁の老
朽化対策として点検結果を踏まえ策定される橋梁長寿命
化修繕計画に基づき、計画的に修繕を実施しました。
（令和2年度実績）
・橋梁点検　63橋
・詳細設計　17橋
・橋梁修繕　  5橋

56,143 64 79,908 86


